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『T1 コ ング 往 当 閉 


マツ 株 式 会 社 車 に 使わ れ て きた 還 
マッ タ を 埋 宅 に 。 『」 96Z PR 
本 恒 始 
内 まあ ン 州 フラ 、 ッ 
水素 自動 車 トロ ッ ク 市 で マツ 


し ゃ 。 せい ぞう 。 かい し 
ダ 車 の 製造 を 開始 。 


は っ ぴょ う 


と うき ょ う 
東京 モー ター ショ 
ドー で マツ の JR 
を 発表 。 


' いつ の 時 代 に も 、 た くさ ん の 人 々 に 親しま れ , 愛さ れ て きた マ マツ ダ の 
車 。 マ ツ ダ の 乗用 車 が ご の よう に 変わ っ て きた か , 見 て の よう ! 


| 較 LN い < 三輪 トラ ッ ク SS 
” 世界 と 日 本 の お も な で き ご と 


1960@ ン 連 か 人 工 衛星 第 1 号 の 打ち 
上 げに 成功 。 

1964 @ 交 株 ( 東 京 新 大 阪 ) が 開通 。 
@ 東 京 オ リ ン ピ ッ ク 開 催 。 
1966 @ 日 本 の 人 口 か 1 億 人 を こえ る 。 
1969@ ア メリ カ の 宇宙 舶 ア ポロ ]] 号 

が 月 面 六 陸 に 成功 する 。 
1970 @ 国 産 初 の 人 工 衛 時 
「 お お すみ 」 の 打ち 
上 げに 成功 。 ' 
197 2 @ 沖 縄 が 本 土 に 復 
し 、 沖 縄 県 と な る 。 、 骨 
1973@ オ イル ショ ッ ク が 起こ る 。 


お うさ た だ 


も アー 2 デア ら 4 1977@ 世 人 車 の の 王 貞 


治 選手 ホー ム 
ラン 756 号 を 打ち , 


国民 営 軸 第 
号 を 受け る 。 


ちゅ う か じん みん きわ こ 


197 8 @ 中 華人 民 共 和 国 と 
平和 友 楽 約 が 結ば ぱ れ る 。 

198 3 @ 東 京 ディ ズ ニー ラン ド 開 業 。 

1986@ ソ 連 の チェ ル ノ ブ イ リ 原 子 カ 


は ほ つ で ん し ょ 


発 寺 所 で 大 事故 が 起こ る 。 
1988@ 本 州 と 四国 を 結 き ぶ 瀬戸 大 橋 

(0 上島 一 坂 由 ル ー ト ) が 開通 。 
1989@ 明 和 が 終わ り , 平成 こ な る 。 
199o @ 礼 宮 文 (親王 ( 琴 蘭 一 < 

結婚 紀子 様 ブ 1 

ー ム が 起こ る 。 
1991 @ 洗 戦 争 が 起こ る 。 


1992 @ 毛 利 さ ん が 宇宙 実験 を 行う 。 
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180 か 国 に お か れ た 138 の 販売 会 社 を 通 し て , 今日 も 技術 の 確か さと 信 
屯 選ば れ た マ ツ ダ の 車 が 送り 届け られ る 。 


ここ ス 


香港 の ユー ノ ス ハイ ク レー ド な 
乗用 車 を あつ か う 販 売店 だ 。 


アメ リカ ・ ア ー バ イン 市 の マツ タ 
アメ リカ 製 の 車 が な らぶ 


2 万 9527 台 生生 

2 万 3788 台 

1 万 9864 台 議 請 
| zaisa 


1 万 5195 台 馬 識 合計 82 万 5949 台 


7 
世界 に 広がる マツ ダ ① 


海外 の 販売 ネ 


マツ ダ の 車 は , 日 本 国内 だ け で な く , 世界 中 の 人 々 に も 朋 
され , レジ ャ ー に , 仕事 に , 大 活躍 ! 


世界 に 通じ る MAZDA 
1 こう すい じゅ ん 
一 の マー ク 。 高 水準 を ほこ 
じ どう し ゃ 
る 自動 車 の ブラ ンド だ 。 


| オー スト リア の マツ ダ 。 競争 の 激 
j。 し い ヨ ー ロ ッ パ で も 高い 評価 だ 


ーー と で E > 
で も , マツ ダ の マー ク が が 目 を ひく 


@ マ ツ ダ 車 の 主要 国 別 輸出 台数 (1991 年 ) 
アメ リカ 
ドイ ツ 10 万 8924 台 還 還 時 還 還 還 還 還 還 還 時 肖 
オー スト ラリ 較 2 が EEE ブ 

カナ ダ 5 万 5918 台 上 敵 還 還 還 旨 

オー スト リア 3 万 4639 台 年 


⑬ マヌ カウ (ニュ ー ジ ー ラ ンド ) 
@ チ ョ ン リ ー( 台 湾 ) 
マニ ラ ( フ ィ リ ピン ) 

⑨ ヤン ゴン (ミャンマー) 

⑩ バ ンコ ク ( タ イ ) 


ハノイ (ベト ナム ) 
ペタ リン ジャ ヤ ・ 

シュ ー アラ ム ( マ レー シア ) 
ジャカルタ (イン ド ネ シア ) 
チャ ン デ ィ ガ ー ル (イン ド ) 
カラ チ ( パ キス タン ) 


アジ ナー パー 


し 
ii 


テヘラン (イラ ン ) 

ゆめ ティ カ ( ケ ニア ) 
ハラ レ ( ジ ン バ ブ エ ) 

⑯ プ レト リア (南ア フリ カ ) 
⑳ オ バー ル ( ポ ルト ガル ) 
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ど に 使わ れる 。 紙 が 使わ れる な 
ん て , 意外 だ ね 。 
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92f や , シー ミン グ ウ ェ ル ト , 
ホー ス 類 し 伯 0 レー ド な 
ご ど に 使わ れる 。 輪ゴム な ど に 比 
べ , じょう ぶ で 長 も ち する の が 


と くち ちょ 1 


し ゃ た い 


車体 , フ レー ム , 
シリ ンダ ー ブ ロ ッ ク 


エン ジン 代り な Gi に 合わ れる 。 靖幸 を つく る 部 


品 


は ん ば | 
販 


っ て みて みよ っ つう 。 


0 じゅ ん 、 お 
売 の 順 で 追 


せい ぞう 
中 ド 
ーー 製造 一 


か い は つ 


を , 開発 


= mmam bmsckr psmsm esset fsm percel cs = ppmssi Ei Ep sss Es = mi mm mm | 1 1 1 1 1 1 8 | ーー ロミ 


境 H9" TX つ R YAG02 ロ へ ペー トド ・ 詳 深 eNGY 
く GODRYR3HNQG 1 接 f6H5INK と リ EDR JeNe* 


つ ペ コテ 


MS 


4 つつ WM で りり 定 ウン 


MC トバ に で で GIIINX 浴 4COm 庫 財 拓 衣 時 " 


1 


と 7 
こ 仮 


デー タ を 車 づ くり ( 


ー 1 


4 マ ツ ダ R&D セン タ 


ATANNHー ふ ー し 近 交 O 


ま ' | ( Ne は つ は ん ぽい 6 
oy | 男 マ ツ ダ 還 の 開発 か ら 販売 まで 
台 の マツ ダ 車 が 生ま れ て , わた し た ちの 友だち に な る まで 


= ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
近 1 


鉄 遷 を 切 つ だ り 曲げ た り し て . 
を つこ 


rr 


ge 


sa 引 四 | 


/ 人 分 を 
. する 。 


| メイ ン サ イレ シタ ー 
、 リ アァ アク スル 、 エン ジン 王 


「 


CSIEIATp よ 23 


フロ ント ドア ガラ ス 
バン バー 
ー ガ ソリ ンタ ンク な ど 


マビ じ ォ で 


で ご テーー ン 


届 S 一 ーー ロ CH . 豆 蒲 H に | 庫 


プロ ベラ シャ フト , 下回り 関係 3 
- 検査 ステ ーション NO. 1 


J エ 
Pd 
ン 
Oo 


準 仁 NOWrri 


ざさ re 0 


は 


革 キ 


上 
ち 
が 
つう 
が 
ショ 
ら 
ん 
(Ga 
い 
で 
も 
、 深 
し 
て 
ま 
ち 
が 
5 
る 
と 
8 
な 
い 


/ー 0 
ム 消 ロボット が 層 する 生 衝 エラ イン 。 


Gil Psi ii pha Eatsl hihmmzl gm pppsmmi ppm mas Es Fs aist ami ime Ecol Games Fm Fs= コ Ca =】 [==m=m ーー E=hmml 世 ー\] に ち =] Fe ass te 叶っ = に モニ = Pcom 


へ MI 。W さ OS 磁 


本 ir あー も ( 
IDPD 6 を 


| 
| 1 


シー ト 


ドア トリ ム 』 


ドア トリ ム 検 奄 ステ ーション NO. 


1 rr 
CO 


フロ ント バッ クウ ィ ン ド ガラ ス 


ウィ ンド モー ル 、 シー ト ポン 


OOOETRTOEOSRSAAROTFTT 


sa 


ラジ エタ ー 
イン パネ , ヒー ター 
ワイ パー モー ター な ど 


バッ テリ ー, カウ ル グ リ ル 、 
ソリ ン , 冷却 水 注入 


は い 


SE 3 し ゃ 。 bst い に 放 3 "と 事 5 < みた で か こう も 
ム 完 成 し た マツ タダ 車 。 調整 ライ ン . シャ ワー テス ト が 待つ 。 4 ム 楽 な 姿勢 で 作業 で きる 組立 加 エ ライ ン 。 


66 


ュー ーー 選 コ 」 」 1 


=NR8onm_ ペ Purenma 


交 SVU JRn こ 6 っ < 記 A ム 


本 篤 隊 じ 骨 NeGJD Jpina ン お 


o 


区 =ー ル 


と くし ょ 


LN 
ム テ レビ CM で も 新車 の 特色 


5 


し ゃ 


o 


だ 


の 販売 会 社 


ずれ る マツ ダ 


[ 


電 
5 系 統 


1 


いく ち 
M 


で 各地 
する の は 


ん ば ん せん 
ワ C 


SN、/ 


BS0 vo ジン Da ン SS 


4 示 科 削 っ 間 Bk 


販 


と うし ゃ う 


( 


ms トー ma fp | _ ーーーーー ピコ に ーー 人 en rm に ー ーー! mm リーー フ レー 1L_ 1 ge m 
N 2 放 . 1 っ WP レー ャ 
-"。 * 


ie 


pasm jma saass ems (mmm prm ss ss = ニコ rasn Pts rssn 中 5 デコ pi = racei ns ams に = cm cm era Fs aed [ss = = = コ Fr=si Fm gd mm ==m = テッ ppes に sms ccssn = Chieem csm gsesss ms 


ッ タ 還 , 


マ 


きた 


に やつ: で 


家 に 


に 


【 


つい 


_ ろ ・ ザ ・ 数 字 


の 数 字 だ ろう ね !? ①ー⑧ の 中 に 正解 が か か くさ れ て いる か ら , 閉 の 静 
な 判断 と 天地 的 な カン で , ずばり 当て て みよ う | 


⑥ ア ン フィ ニ RXー ブ の 午 さ 新車 テス ト の 走行 中 


@ 車 に 使わ れる 鋼鉄 の 総 重 時 ⑨ マ ツタ ダ 本社 が ある 広島 か ら 月 まで の 中 
工場 の 中 で は く 安全 都 の た えら れる 重 さ 地 祭 を 30 寺 し た 


工場 で か っ て いる ネコ の 数 
広島 に ある マツ ダ の 本 社 工 場 , 1 日 に 生 @ マ ツ ダ で 最大 の ブレ ス 機 が 持ち 上 げ る こと 


ほん し ゃ こう じ ょ 


じ され る 車台 くる 3 ま 。。 だ いす う が で きる ソウ の 数 
の 自動 還 財 船 に ] 度 に 積め る 車 の 台 数 ⑥ マ ツ ダ で 最大 の ブレ ス 機 か 持ち 上 げ る こと 


ほん し ゃ こう じょう ちゅ うし ゃ やじ ょ 


本 社 工場 に ある 駐車 場 の 台数 が で きる ウマ の 孝 
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ここ に な らん で いる いろ いろ な 数 近 は み ー ん な マツ ダ に 
関す る も の ば か り 。 00 廊 箇 だ の 100Ukg だ の , いっ た い 人 


arege ks 


の >2212 有 7 な cs 


の 甘 内 の 央 店 の 数 字 
@ 細 冬場 で 行わ れる , 1 台 あ た り の 検査 す 


7 
 @ 較 ch れる, ] 台 あ た り の 溶接 す 


え は 次 の ペー ジ > だ よ 。 6 > ( 


は ん ば い が い し ゃ 。 か ず 


⑩ 全国 に ある マツ ダ の 販売 会 社 の 数 


ゝ いしゃ か ず 


の 全国 に ある マツ ダ の 穫 力 会 社 の 数 
の 全国 に ある マツ ダ の 工場 の 数 


⑩ マ ッ ダ で 久 \ て いる 渦 援 ロボ 、 ツ ト の 台数 


る ま 。 だ いす う 


の マツ ダ で 働く 人 が 持っ て いる 車 の 台数 


の マツダ で 働い て いる プレ ス 機 の 台数 


げん ざい  、 こ く な い 
現在 , マツ ダ が 国内 
類 


は ん ば い 


で 販売 し て いる 車 の 種 


くる ま し ゅ 


の マツ ダ の 車 に 使わ れ て いる 色 の 竹 


し ゅ る い 


マツダ の 車 に 使わ れ て いる シー ト の 種類 


くる ま げん りょう 
有 ヾ | 


ゆ に ゅ 3 さき 


⑯ マツ ダ の 車 の 原料 の 輸入 先 


くる ま ゆ L ゅ うさ き 


@ マツダ の 車 の 輸出 


マツダ の テス トコ ー ス が ある 国 の 数 


の 国内 の マッ ダ の 車 ひと か ず 
@ 海 外 の マツ ダ で 働く 人 の 数 
マツ ダ で 働く 人 の 数 


し ん こう あか 『 し か ん 
@ 信号 が 赤 に な っ て いる 時 間 


くる ま 


@ 1 台 あ た り の 車 の 組み 立て に か か る 財 間 
@ 1 日 あたり の 中 


2 


(る ま 


た , 1 台 の 


《 る 5# そう せい さん だ いす う 


こっ か ん 
ぶ で きる まで の 時 間 


用 者 の 数 


《 る 3 ま 。 あい よう し や 。 か 


車 の 愛用 


中 (2 

マツ ダ で 使用 し て いる も 
っ と も 大 きか 帳 動車 軍人 
は , 長 さ 225m, 幅 32.2m。 
船 か ら マ スト まで 46.8m 
で , 車 を 14 諸 に 積む こと が 
で きま す 。 


工場 で 働く 人 の た め マ 
あん せん き くば 
ツ ダ は 安全 に 気 を 配っ て い 


あん た ぜん くつ 


ます 。. 安 全 靴 も その 1 つ で , 


つま 先 は 1 トン の 重 さ に も 
た えら れる よう に , 負 鉄 で 
カバ パー され て いま す 。 


マツ ダ の 工場 に ある 最大 
の プレ ス 機 は , 5200 ト ン の 
力持ち で す 。 ゾ ウ 1 頭 の 重 
さ を 5 トン と する と , 1040 
頭 も の ゾウ を 持ち 上 げ る こ 
と が で きる 計算 に な り ま す 。 


マツ ダ は , 新しい 車 を 開 
発する と き , テ スト コー ニス 
で 約 200 万 Km も 走ら せ て テ 
スト し ます 。 この 距離 は , 
地球 を 50 周 する 距離 と , ほ 
ぽ 同 じ に な り ま す 。「 
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、 ッ ク ご の 作 
_⑥ マ ツ ダ が 1 年 間 に 分 別 回 収 する , 再生 交 の 


リュ 


< る ま | を うす う 


0 マツ ダ の まで に 生 淫 し た 車線 
の マツ ダ が 1 年間 に 生産 し た 車 の 総数 


くる ま 。 そう すう 


⑥ マ ツ ダ が 1] 年間 に 生産 し た 車 の 総数 


6 マツ タ の 人 才 か ぁ る 。 人 の 


ね ん 


の マツ ダ の 本 社 を 訪れ る お 客層 の ] 年 あ た 


⑥ マ ツ ダ の 本 社 を 訪れ た , お 客 様 の 今 まで の 
総数 


な いか いき さい だ い 


河戸 内 海 


ほん し ゃ こう じょう 


あわ じ し ま 


最大 の 島 。 淡路 島 の 面積 


めん せき 


めん せき 


の マツ ダ の 本 社 工場 の 面積 
北海道 に ある , マツダ の 語 清 自動 車 試 


けん じ r う めん せき 
『 三 ! 


けん ぶち た いか ん じ どう し ゃ し 


車体 い 工場 


場 で は 交 骨 qa 


SX し MS ます 。 


マツ ダ の 防府 工場 で は 35 


0 所以 E も ある 溶接 の ほ 
。 と 次 ど を ロボ ッ ト が 担当 , 


じ どう よう せ 


自動 浴 接 を 行っ て いま す 。 
1 
7 


ファ ミリ ア の 場合 車 高 
は 約 1 4m で すか ら , た て に 
積み 上 げた と する と 、 そ の 
高 さ は 約 7000m。 富士 山 の 


高 さ が 3776m で すか ら , 約 


1 .8 倍 の 高 さ に な り ま す 。 


1972 年 。 4 台 の 溶接 ロボ 
ッ ト が , 
め ま し た 。 そ れ か ら 20 年 
っ た 1991 年 に は , 1111 台 の 

ロボ ッ ト が , 溶接 の ほとん 
SE いき 


マツ ダ で 働き は じ 


1 台 の マツ ダ 車 が で きる 
に は , 10000 点 も の 部 品 が 
必要 で す 。 その 70% は , 還 
内 外 に ある 約 1300 社 の 関連 
会 社 で つく られ , 届け られ 
て いま す 。 


は 名 ドラ イ _ 
ー に な れる が ? 


将来, 君 は どん な ドラ イ バ ー に な る 
か うら な っ て みよ う | 質問 に A か 
日 YE か NO の に 進ん で ね 。 


土 ミ 
穫 宅 細 a 
0⑩ 


どちら か と いう と , 早 
起き は 好き な 方 だ 。 


車 に 乗る と , . つ い , 
Ja かり 
で 。 ば じゃ いで し まう 。 


70 ペ ー ジ の 答え 


らし まけ ん 。 ほん し ゃ こう じ 』 


マツ ダ の 車 は , アメ リカ 」 現在 マツ タダ か 還 内 で 販 マツ ダ の 社員 だ け で , 1 広島 県 本 社 工場 と 山口 


PD の - を に 


カナ ダ , ヨー ロッ パ に 
スト ラリ ア な ど , 120 数 か 
国 に 輸出 され 現地 の 人 に 
愛さ れ て , 高い 評価 を 受け 
で MY ま 59 


売 し て いる 車 の 種類 は 乗 


用 車 ・ 商用 車 あわ せ て 約 50 
種類 。 ど の 車 に も 、 快 
と 安全 を 願う マツ ッ ダ の 心 が 
こめ られ て いま す 。 


っ の 小さ な 市 が で き る ほど 
で す 。 マツ ダ の 社員 の 中 に 
は , 外国 に 駐在 し て 仕事 を 
し て いる 人 が 500 人 以上 も 
いま す 。 


県 の 防府 工場 か ら 生ま れる 
マツ タ 車 は 1 日 あたり あ 
わせ て 約 4500 台 台 。 な ん と , 

15 秒 に 1 台 の 割合 で 車 が つ 
くら れる 計算 に な り ます 。 
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友だち の 前 だ と , し いき 
じ 2 で ん じゃ か た て の 


が っ て , 自転 車 の 片手 乗 
りな ん か し て し まう 。 


で ん しゃ じ こく みょう 


主 や ワッ クス が け な | 電車 の 拉 表 な ど を 見 
ど を , よく 手伝う 。 


71 ペ ー ジ の 答え 


か ん さも ん だ い ほん し ゃ こう じょう 


1992 年 9 月 ま で に 。 レン マツダ は 環境 問題 に も マツ ダ の 本 社 工場 は , マッ ダ の 本 社 に は , 国内 


し ま し な ん と う 二 せ と な いか いえ 


ダ 32744 万 8080 台 3 の 車 を 生 心 を 配っ て いま す 。 工場 や 放 和 0oj だ け で な く 、 海外 か ら も た 
差し まし た 。 日 本 の 人 口 が 研究 所 な ど で 分 別 回 収 する に 面 し て いま す 。 面積 は 22 くさ ん の お 客 様 が 訪れ ます 。 


1 人 2361 太 人 で すか ら 。 約 再生 紙 の 量 は 年 間 2000 ト ン 3.3 万 km も あり , 広島 市民 科 和 913 太 人 の お 客 様 の う 
1 に 1 人 が マツ ダ の 車 に に も な り , また 再生 し て 役 球場 183 個 が すっ ぽ り 入る ち , 約 10% が 海外 か ら の お 


きゃ (きま < 7 


乗っ た 計算 に な り ま す 。 立て て いま す 。 広 さ で す 。 客 様 で す 。 


基 


ドラ イブ に さそ われ た | 生 = = 


ら , 宿題 な ん か 放り 出し | タ _。。= ご さ 
に て つい て いく 。 る 
ワン 「 
タ こ Fa 
【 。 ぶん いえ くるま 
"* 友だち か 自分 の 家 の 車 
ペペ を 自慢 する と , すご くう 


ら や まし く な る 。 


mLALLLL 1 LTTY デ SN 


人 る 


カー レー ス の 記事 な ど 
を よく 読む 方 だ 。 


を 


くる ま 。 ね ん し き 


車 の 年 式 や 性 能 に つい 
て , くわ し いと よく いわ 


= 和 LU 際 


] シン ンー 信号 が 黄色 の と き , 走 
計 っ て 道 を わた る こと が , | 
| 同 」 
| 自 

E ちょ くち ぢ ょ よく 忘れ 物 を 

上 し て , みん な に 笑わ れる 。 
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eSUirN(t き 証 一 ニ へ 山内 革 両 肝 粒 全量 


の 』l 


了 お っ ちょ こち ょ い 策 味 の 若 味 の 君 
の 車 は , あちこち に 傷 か が つき 
、 そう 。 少し くら い 運 転 が う ま 
いか ら っ て , 無茶 を する の は 


うん どう し ん けい 


通 動 邊 経 ば つぐん の 君 は 
判断 力も バッ チリ 。 きっ と 名 
ドラ イ バ ー に な れる は ず だ 。 
渋滞 の と き で も , じっと が ま 
ん が で きる タイ プ だ 。 

N 


アン 


ド も ひか え め だ っ た り し て , 
まさ に ドラ イ バ ー の 鏡 だ ! 


お っ と り し た マイ ベー ス 弄 
の 君 は , ほか の 車 に ぬか れ て 
も 平気 。 だ けど , マイ ベー ス 
すぎ て , よそ の 車 を いら いら 
させ て し まい そう だ ぞ 。 


ララ レ ター な ん か て | 


2 本 | 


っ Sa 1 『 
」 内 7 由 6 
sy 9 問題 ) 
ぐー コ 、 了 


た いい 


人 人 cus 香 
の 下 に 入っ て も , 手 を の ば 


19 買い 物 を する と き は , 
じっくり と 選ん で 買う 。 


ます まき 8 』 の 間 区 


こう せな ょ う けん が く 


発行 っ マツ ヲ 株 式 会 社 

較 協 力 ン ノア ドイ ンタ ー ナ ショ ナル 
三田 心理 研究 所 三田 悠 之 

園 シ ナリ オプ いのうえ こ 一 いち 


圏 絵 中 尾 雄 吉 ・ 根 本 円 筆 ・ 林 ヒロ 


1993 年 1 月 製作 eGakken 
較 A D プ アニ マル ハウ ス 
較 編 集 協 カプ 冬 陽 社 
較 E 刷 所 / 大 日 本 印刷 


* こ の 本 は 、 自 然 保護 の た め 、 再 生 紙 を 使用 し て いま す 。 


を ーー 


聞 


> これ が 
未来 の 車 か な P 


マツ ダ の 社員 が , 夢 と ロマ ン を 形 に し た ら , こん な お も 
し ろ い ・ 楽 し い 車 が で きた ぞ ! 君 な ら , どの 車 に 乗っ て 
に に みた い "p 


ダッ ダン 李 つ こえ 


鉄 パ イプ と 車 輸 だ け の , いた っ て シン プル な 人 力 の 車 。 
乗っ て いる 人 が 上 下 に 動く と , 前 に = 進む 。 ダイ エッ ト 効 
果 も ある ? 楽し い 車 だ 。 


6 気筒 エン ジン の 構造 が 生か され て いる ん だ よ 。 .1991 
年 カー プ の 優勝 を 記念 し て 製作 され た この 車 は 広島 市 
民 球場 の あの ウェ ー プ を 再現 し た も の 。 koi 


ワイ ドカ ラー・ ア ン フ ィ ー ロ X-7 
オー ト サ ザム A ン -] 誕生 
ひと に や さ し い 自動 車 工場 
ひと と 地球 に や さ し く ・ マ ツ ダ の 無 公害 車 づく り 
感動 チャ レン ジコ ミッ クス "走れ ! H ロ -X」 
マツ ダ 車 か 家 に や っ て きた - 開 発 か ら 販売 まで 
クイ ズ ・ お も し ろ ・ ザ = 数 字 


キミ は 名 ドラ イ バ ー に な れる か や 


衛星 画像 : 東海 大 学 情報 技術 モン ター 
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